
市民の暮らしやすさ指標

通
勤
・
通
学
の
便
利
さ
・
快
適
さ

通
勤
の
便
利
さ
快
適
さ
を
阻
害
す
る

　
市
民
生
活
行
動
調
査
に
よ
る
と
、
通
勤
に
対
す
る
不
満
と
し
て
、

「
電
車
内
が
混
雑
し
て
い
る
」
「
通
勤
先
が
遠
い
」
「
道
路
の
渋
滞
」

「
バ
ス
の
時
間
が
遅
れ
る
・
本
数
が
少
な
い
」
が
上
位
に
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
9
0
分
以
上
か
か
る
遠
距
離
通
勤
者
世
帯
の
割
合
は
、
約

１
割
と
多
く
、
大
都
市
の
中
で
は
千
葉
市
に
つ
い
で
多
く
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
東
京
都
区
部
へ
の
通
勤
者
割
合
が
約
３
割
に
も

上
り
、
平
均
で
１
時
間
1
3
分
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
生
活

行
動
調
査
で
は
、
東
京
通
勤
者
に
「
雷
車
内
の
混
雑
」
「
勤
務
先
が

遠
い
」
と
い
う
不
満
を
訴
え
て
い
る
人
が
際
立
っ
て
多
く
、
市
内

通
勤
者
に
は
少
な
い
。
職
場
ま
で
の
到
達
時
間
と
同
時
に
、
最
寄

駅
ま
で
の
移
動
の
時
間
や
ス
ム
ー
ス
さ
も
暮
ら
し
や
す
さ
の
中
身

と
し
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
電
車
の
混
雑
度
、
道
路
の
混
雑
度

や
バ
ス
の
定
時
性
、
駐
輪
場
な
ど
の
駅
周
辺
の
環
境
に
つ
い
て
も

暮
ら
し
や
す
ざ
の
指
標
と
し
て
大
切
な
項
目
と
考
え
ら
れ
る
。

　
通
勤
・
通
学
の
便
利
さ
・
快
適
さ
を
指
標
化
し
他
都
市
と
比
較

し
て
み
た
。
職
住
近
接
の
指
標
を
市
内
通
勤
者
割
合
、
通
勤
時
間

3
0
分
未
満
の
世
帯
主
比
率
、
遠
距
離
通
勤
者
世
帯
主
比
率
で
と
る

と
、
横
浜
は
低
い
位
置
と
な
る
。
「
通
勤
に
公
共
交
通
を
利
用
し
て

い
る
割
合
」
か
ら
公
共
交
通
の
便
利
さ
を
み
る
と
１
位
で
あ
り
、

一
駅
当
た
り
の
駐
輪
場
台
数
も
高
い
水
準
で
あ
る
。

横浜市民の通勤先と通勤時間(平成10年)通勤に関する不満

通勤･通学の便利さ･快適さ指標
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鉄
道
混
雑
率
と
駐
輪
場
の
整
備

　
鉄
道
混
雑
率
を
他
都
市
と
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
横
浜

市
内
を
走
る
鉄
道
の
あ
る
一
定
区
間
の
混
雑
率
の
経
年
の
推
移
を

み
る
こ
と
は
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
横
浜
線
の
最
混

雑
１
時
間
の
小
机
↓
新
横
浜
間
は
２
０
２
％
で
昭
和
6
0
年
か
ら
横

這
い
だ
が
、
京
浜
急
行
戸
部
↓
横
浜
間
は
１
８
０
％
か
ら
１
５

２
％
に
改
善
さ
れ
、
相
模
鉄
道
の
西
横
浜
↓
平
沼
橋
間
も
１
６

７
％
か
ら
１
５
３
％
へ
と
改
善
さ
れ
て
い
る
。
通
勤
・
通
学
に

「
オ
ー
ト
バ
イ
ま
た
は
自
転
車
」
を
使
っ
て
い
る
人
は
約
1
2
％
と
な

っ
て
お
り
（
1
2
年
国
勢
調
査
）
、
駅
周
辺
で
の
放
置
自
転
車
に
対
応

す
る
た
め
に
、
横
浜
市
で
は
、
自
転
車
駐
車
場
の
設
置
や
民
営
自

転
車
駐
車
場
の
建
設
助
成
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
全

体
の
利
用
台
数
に
対
す
る
放
置
自
転
車
の
割
合
は
低
下
し
た
が
、

利
用
台
数
が
増
え
て
お
り
、
放
置
自
転
車
の
台
数
そ
の
も
の
は
横

這
い
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
車
に
よ
る
通
勤
者
は
少
な
く
、
平

日
の
混
雑
時
旅
行
速
度
は
平
均
を
若
干
下
ま
わ
っ
て
い
る
。

「
最
寄
駅
ま
で
1
5
分
」

　
横
浜
の
起
伏
の
多
い
複
雑
な
地
形
は
、
緑
地
や
河
川
な
ど
が
市

民
の
身
近
に
散
在
し
て
う
る
お
い
の
環
境
を
形
成
し
て
い
る
反
面
、

都
市
計
画
道
路
や
鉄
道
網
の
整
備
な
ど
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
効

率
的
で
は
な
い
側
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
「
ゆ
め
は
ま
2
0
1

0
プ
ラ
ン
」
で
は
、
基
本
目
標
と
し
て
「
最
寄
駅
ま
で
1
5
分
」
の

交
通
体
系
整
備
を
設
定
し
、
地
下
鉄
戸
塚
～
湘
南
台
、
相
鉄
い
ず

み
野
線
、
こ
ど
も
の
国
線
の
通
勤
線
化
、
地
区
幹
線
道
路
の
整
備

や
駅
前
広
場
整
備
、
バ
ス
路
線
の
再
編
な
ど
を
計
画
的
に
行
っ
て

い
る
。
平
成
1
3
年
現
在
、
1
5
分
達
成
圏
域
は
人
口
の
8
3
％
を
占
め

る
に
至
り
、
平
成
９
年
の
7
4
％
か
ら
約
９
％
の
伸
び
を
示
し
て
い

る
。

一定区間の鉄道混雑率の推移(最混雑時１時間) 鉄道駅舎のエレベーター・車いす乗用エスカレーター整備状況
　(地上からホームまでの連続整備駅、平成12年度末)

駅周辺での自転車・バイクの放置状況と

横浜市の取り組み

鉄道駅舎のエレベーター等整備の推移

市内のバス停の数
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